










行政区分でセンターを目指す方へメッ
セージをお願いします。

センターでは様々なバックグラウンドを持つ方が同じ

職場、部署で働いているため、多様性の職場という言

葉がぴったりだと思います。

現在所属している技術部は他省庁や関連企業等から出

向で来ている方も多く所属しており、それぞれの幅広

い専門分野を活かして業務を進めているという印象で

す。

様々な省庁等からの出向者等が職員の多くを占めてお

り、多様性に富んだ職場環境ですので、相手を尊重す

るという意識は職員全員に共有されているのではない

かと感じます。

出向で衛星センターに来ている職員からは「親元より

も雰囲気がよい」と言われることが多いです。出向者

が多い組織だからこそ、助け合いの精神が強いように

思います。知識を豊富にお持ちの職員がたくさんおり、

わからないことがあれば教えてもらえます。

他省庁等からの職員が占める割合が大きいので、特段

の色がないといった感じでしょうか。

衛星センターは行政区分の試験で入庁した方でも、宇

宙分野で働くことができる貴重な職場であると感じて

います。行政区分での入庁は技術的な知識に関して不

安な点もあるかと思いますが、入庁してからの技術的

な研修も充実しており、また、宇宙分野でのバックグ

ラウンドを持つ出向者の方から、業務を通して知識を

学ぶことができる機会も非常に多いです。宇宙分野に

興味がある方はぜひチャレンジしていただければと思

います。

行政区分で採用された場合でも、情報収集衛星システ

ムや地上システムを語る上で、技術的な用語や知識へ

の理解はある程度要求されますが、はじめから深い理

解がある必要はなく、職務に就いてから徐々に理解し

ていけば問題ありません。

官庁訪問時にはご自身の専攻分野を自信をもって語り、

熱意をアピールしていただければと思います！

衛星センターの業務を難しそうに感じられた方もおら

れるかと思いますが、衛星や宇宙技術に関する知識が

全くない状態でも問題ありません。ご自身が学生生活

で身に着けた強みを活かせる場所が衛星センターには

必ずあります。皆様とご一緒にお仕事できる日を楽し

みにしております。

安全保障関連の事案について実際に何が起こったのか、

新聞やテレビを通していない生の情報を扱うことがで

きます。情報収集衛星という“国家機密”を扱う日本で

数少ない官庁であり、普通の生活では絶対に関わりの

ない世界と関わることができるというのが魅力と思い

ます。

Q センターの職場の雰囲気を教えて
ください。
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Hさん
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分からない事について丁寧に教えて貰える良い雰囲気

の職場だと感じます。

自分は行政系職員として技術部に配属され、当初は分

からない事だらけでした。しかし、一緒に働く職員の

方から細かく丁寧に技術系の仕事について教えて貰う

ことで、理解が深まり今では技術系職員の方と同じ視

点で業務を行えていると思います。

Jさん

本パンフレットを手に取っていただいたのも何かの縁

だと思います。

皆様と一緒に働ける日をとても楽しみにしております。

Jさん

行政系職員に聞きました

Gさん（技術部） Hさん（分析部） Iさん（管理部）

現在は技術部内の予算管理と、打上げ用ロケットの調

達契約を担当しています。技術部では、画像の撮像に

必要不可欠な衛星の開発及び運用を支える大きな予算

を持っており、その管理を任せていただいている現在

の業務は、センターの情報収集、分析業務を陰ながら

サポートすることができる業務であると感じており、

非常にやりがいを感じています。

私は現在、契約業務を担当しています。契約を所管す

る部署と連携しつつ契約相手方から見積書を徴収して

内容を確認して商議し、契約を締結することと、契約

した業務が終了した後に契約相手方から報告される実

績に妥当性があるか監査することが主な業務です。衛

星開発に係る知識は見積書や実績報告を読む上でも重

要で、常に知識をアップデートしていくことができる

ところにやりがいを感じます。

将来の情報収集衛星の性能向上を目的とした研究開発

を担当しております。最新の技術動向や獲得した予算

の状況を踏まえ、研究機関の方々との開発スケジュー

ルに係る調整や進捗管理が主な業務になります。将来

のことを考えるには最新の衛星開発動向をフォローす

る必要があるので、国内外の動向調査を行って様々な

情報を手に入れることができる点にやりがいを感じま

す。

現在担当しているロケットの調達契約では、情報収集

衛星を打ち上げるためのH3ロケットの契約に係る調

整を行っています。センターの行政系職員としての対

応内容は契約調整等になりますが、契約に係る打合せ

の中では技術的な背景を踏まえた調整が必要な場面も

多くあり、宇宙分野の最前線に携わっている実感があ

りセンターならではの業務として非常に印象に残って

います。

技術的素養がなかったことから、情報収集衛星の打上

げにかかる資料の内容を上司に諮る前に、知見のある

方々に度々教えを請うていたことが思い出されます。

ロケット打上げに関する業務をしたことです。対外対

応や調整など業務量は多くありましたが、無事にロ

ケットが打ち上げられた様子を見て、このように形に

残る業務に携われたことに誇りを感じました。

画像分析官の職務に就いていた時期に、日本の安全保

障に関連する重大な事案が発生し、その状況を知る唯

一の方法が衛星画像ということがありました。総理へ

数時間後に状況を報告するために、急いで報告書を作

成しなければならずとても大変でしたが、官邸との距

離の近さを非常に感じました。

Gさん

Hさん

Iさん

Kさん

現在担当している仕事の内容と
やりがいを教えてください。

Q 行政系職員として印象に残った出
来事を教えてください。

Q

Cabinet Satellite Intelligence Center

【令和３年採用】 【平成31年採用】 【平成30年採用】

分析部で特定国を対象とした画像分析を担当していま

す。

情報収集衛星による画像情報によって公開情報では得

がたい最新の動向等を把握できる点、画像情報を元に

してカスタマーたる情報コミュニティ省庁に政策検討

の資となるプロダクトを提供する任務を帯びている点

にやりがいを感じています。

Jさん（技術部）

【平成30年採用】

Gさん

Hさん

Iさん

Kさん

技術部に所属し、衛星及び地上システムの管制・管理

を行う仕事を行っています。

情報収集業務サイクルにおける衛星との通信等を適切

に行うという視点から、｢総理の目」としての役割に

貢献していることにやりがいを感じます。

Jさん

様々なバックグラウンドを持った職員と日々交流でき

ることです。

センターでは、他省庁や民間企業からの出向者と一緒

に仕事をします。色々な考えが行き交う職場でコミュ

ニケーションを取りながら日々の業務を行うので、一

つの考えに偏ることなく多角的な観点で物事を考える

ことができ非常に面白いです。

Jさん

Kさん（技術部）

【平成28年採用】




